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第１章 計画の概要 

１ 計画の目的 

本計画は、国宝（建造物）二条城二之丸御殿等の保存修理工事に関し、方針と設計の要件となる

事項を整理した「元離宮二条城二之丸御殿保存修理計画」を策定することを目的とする。 

２ 計画に至る経緯 

（1） 世界遺産・二条城本格修理事業 

京都市では、平成 23（（2011）年度から「世界遺産・二条城本格修理事業」として、城内の文化

財建造物の保存修理に計画的に取り組んでいる。これまでに、第１期は、「唐門」、「築地」、「東

大手門」、「番所」、第２期は、「本丸御殿４棟」の保存修理工事を実施している。 

続く第３期は、二之丸御殿の保存修理工事に着手する。 

 

表 1.2.1 これまでの修理事業 

 

（2） 修理計画の策定 

二之丸御殿は、これまで以上に大規模かつ６棟の国宝を含む建造物であり、相当の工事期間と

事業費を要する。保存修理工事を適切に実施・運営するため、修理の方法・工期・費用等につい

て修理計画としてとりまとめる。本計画は、保存修理、耐震補強、工事計画・情報発信、公開活

用の４つで構成している。 

（3） 保存修理工事の必要性 

二之丸御殿は昭和の修理以来、約 80 年が経過し、建物の老朽化が進んでいる。引き続き文化

財としての価値を守りながら、市民や観覧者が安全・安心に観覧するためには、建物の老朽化に

よる破損を修理するとともに、耐震補強を含む保存修理工事の実施が必要である。 

（4） 『元離宮二条城国宝・重要文化財（建造物）保存活用計画』（以下、「保存活用計画」とい

う）の見直し 

本計画では、修理後の公開活用に係る方針を検討する。活用の方法により、修理内容、耐震補

強の程度等が変わりうるため、必要に応じて「保存活用計画」の見直しが必要となる。工事着手

にあたっては当該計画における活用等について見直しを完了することを想定し、本計画では公開

活用のほか、環境保全や防犯防災のそれぞれについて、整備等の方針を検討する。  

 工事期間 工事対象(重要文化財等) 修理工事費 

第１期 
平成 23 年度～29 年度 

（７年） 

唐門・築地 

東大手門・番所 
８．１億円 

第２期 
平成 29 年度～令和 5年度 

（７年） 
本丸御殿４棟 １５．７億円 
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（5） 工事着手までのスケジュール 

本計画は、以下の工事着手までのスケジュールを見通して策定する。 

 令和７～８年度 （基本設計及び実施設計 

 令和７年度   「保存活用計画」の見直し 

 令和 10 年度以降 工事着手 

３ 修理対象建造物 

本計画が対象とする建造物は以下のとおり。 

① 国宝（建造物）二条城二之丸御殿白書院（御座之間）（以下、「白書院」という） 

附
つけたり

（附属之間（以下、「附属之間」という） 

附 黒書院白書院渡廊（以下、「渡廊」という） 

② 国宝（建造物）二条城二之丸御殿黒書院（小広間）（以下、「黒書院」という） 

③ 国宝（建造物）二条城二之丸御殿蘇鉄之間（以下、「蘇鉄之間」という） 

④ 国宝（建造物）二条城二之丸御殿大広間（以下、「大広間」という） 

⑤ 国宝（建造物）二条城二之丸御殿式台（以下、「式台」という） 

⑥ 国宝（建造物）二条城二之丸御殿遠侍及び車寄（以下、「遠侍及び車寄」という） 

⑦ 重要文化財（建造物）二条城二之丸御殿台所（以下、「台所」という） 

⑧ 重要文化財（建造物）二条城二之丸御殿御清所（以下、「御清所」という） 

附 廊下（以下、「廊下」という） 

 

①～⑥については、以下、「対象６棟」と呼ぶ。 

⑦⑧については、以下、「台所・御清所」と呼ぶ。 

①～⑧の８棟については、以下、「二之丸御殿」と呼ぶ。 

①⑧の附指定の建造物については、特に注記がない場合、原則として修理対象建造物の範囲に含

む。（例）「白書院」は、白書院１棟と附２棟を含む計３棟をいう。 

４ 工事の方針 

  保存修理工事では、二之丸御殿をＡ工区（白書院・台所・御清所）・Ｂ工区（黒書院・蘇鉄之間）・

Ｃ工区（大広間・式台）・Ｄ工区（遠侍及び車寄）の４工区に分けて、段階的に進める方針である。 

  ※工区の詳細は４章で記述  
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５ 計画の内容 

（1） 計画の構成 

本計画は、全６章で構成する。計画の構成は以下のとおりである。 

 

図 1.5.1 計画の構成 

（2） 計画範囲 

本計画に記載する範囲は以下のとおりである。 

 

表 1.5.2 計画範囲 

主な検討項目 対象６棟 台所・御清所 

保存修理 

破損状況とその対策 ○ ― 

現状変更の可能性とその要点 ○ ― 

工事の種別 ○ ○ 

各部の修理方針 ○ ― 

耐震補強 耐震診断及び耐震補強案の検討 ○ ― 

工事計画・情報発信 

工区・工期の設定 ○ ○ 

仮設工事の内容と規模 ○ ○ 

工事中の情報発信 ○ ○ 

公開活用 
現況調査、方針の検討 ○ ○ 

その他整備（環境保全、防犯防災） ○ ○ 

事業概要 スケジュール、事業費、発注方式の検討 ○ ○ 
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第２章 保存修理 

１ 概要 

（1） 文化財の概要 

ア 【国宝】 二之丸御殿（対象６棟） 

白書院、黒書院、蘇鉄之間、大広間、式台、遠侍及び車寄からなる二之丸御殿（対象６棟）

は、慶長７（1602）年～８（1603）年に建てられ、その後、寛永３（1626）年の寛永行幸に備

えて寛永元（1624）年～３（1626）年にかけて大改修が行われた。 現存するこれらは、御殿

建築の頂点である寛永期の姿を偲ぶことができる建造物群である。 

イ 【重要文化財】 二之丸御殿台所・御清所 

対象６棟が権力者による政治の表舞台ならば、台所・御清所はそれを支えた裏方の建造物群

である。 

台所は、寛永行幸に際し建設されたと考えられ、国内の文化財指定の台所の中では、屈指の

規模を誇り、土間と板間が一体となった内部空間の広さでは随一である。 

御清所は、台所の南に続く建造物で、配膳所と考えられている。日本の城郭の中で台所と御

清所がともに残っているのは、二条城のみである。 

 

 

図 2.1.1 対象の配置図 
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（2） 文化財の指定 

ア 建造物概要 

官報告示、指定書による。 

 

表 2.1.2 対象６棟及び台所・御清所 

※１ 文化財保護委員会告示第 21 号（昭和 27 年 3月 29 日） 

※２ 文部省告示第 435 号（昭和 14 年 10 月 28 日） 

 

 

 

名称 員数 構造及び形式 指定年月日及び告示番号 

建築年代：慶長 7～8（1602-1603）年及び寛永 2～3（1625-1626）年 

二条城 

二之丸御殿 

遠侍及び車寄 

一棟 

遠侍：桁行八間、梁間八間、一重、入母屋造、本瓦葺 

車寄：桁行五間、梁間三間、一重、入母屋造、檜皮葺 

（平面積：1123.75㎡） 

昭和 32（1957）年屋根修理、平成９（1997）年屋根修理 

昭和 14（1939）年 10月 28日 

0075 

 

国宝指定 

昭和 27（1952）年３月 29日 

 

※１ 

二条城 

二之丸御殿式台 
一棟 

桁行正面三間、背面五間、梁間右側面四間、左側面六間、 

一重、入母屋造、本瓦葺 

（平面積：332.05㎡）、昭和 32（1957）年屋根修理 

二条城 

二之丸御殿大広間 
一棟 

桁行右側面八間、左側面七間、梁間正面七間、背面五間、 

一重、入母屋造、本瓦葺 

（平面積：784.28㎡）、昭和 30（1955）年屋根修理 

二条城 

二之丸御殿 

蘇鉄之間 

一棟 

桁行右側面八間、左側面九間、梁間正面一間、背面三間、 

一重入母屋造、本瓦葺 

（平面積：105.04㎡）、昭和 26（1951）年屋根修理 

二条城 

二之丸御殿 

黒書院（小広間） 

一棟 

桁行正面七間、背面八間、梁間右側面六間、左側面八間、 

一重入母屋造、本瓦葺 

（平面積：569.32㎡）、昭和 26（1951）年屋根修理 

二条城 

二之丸御殿 

白書院（御座之間） 

三棟 

桁行六間、梁間六間、一重、入母屋造、本瓦葺 

（平面積：298.22㎡）、昭和 25（1950）年屋根修理 

附 附属之間 

：桁行三間、梁間二間、一重、入母屋造、本瓦葺 

黒書院白書院渡廊 

：桁行六間、梁間一間、一重、両下造、本瓦葺 

建築年代：慶長 7～8（1602-1603）年及び寛永 2～3（1625-1626）年 

二条城 

二之丸御殿台所 
一棟 

桁行正面十七間、背面母屋十四間、出張四間、 

梁間右側面八間、左側面母屋五間、出張四間、單層、 

入母屋造、本瓦葺 

（平面積：664.65㎡）、昭和 36（1961）年半解体修理 

昭和 14（1939）年 10月 28日 

01080 

 

※２ 二条城 

二之丸御殿御清所 
二棟 

桁行正面八間、背面七間、梁間六間、單層、入母屋造、本瓦葺 

（平面積：193.82㎡）、昭和 33～34（1958－1959）年半解体修理 

附 廊下：入母屋造、本瓦葺 

所在地   京都市中京区二条通堀川西入二条城町 

所有者住所 京都市中京区寺町通御池上る上本能寺前町 488 

所有者   京都市 
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イ 計画範囲に係る文化財等 

 

表 2.1.3 美術工芸品の状況 

（参考） 

種別 件名 指定日 

重要文化財 

（美術工芸品） 

・二之丸御殿障壁画 954面 

        附  62面 

昭和 57（1982）年６月５日指定 

 

表 2.1.4 史跡指定範囲 

種別 件名 指定日 

史跡 ・旧二条離宮（二条城） 

指定範囲：274,548.40㎡ 

昭和 14（1939）年 11月 30日指定 

特別名勝 ・二条城二之丸庭園 昭和 14（1939）年 11月 30日指定 

特別名勝指定：昭和 28（1953）年３月 31日 

（参考） 

 指定地東側を除く範囲 指定地東側の一部（堀川通） 

用途地域 第一種住居地域 商業地域 

容積率の最高限度 200％ 600％・700％ 

建蔽率の最高限度 60％ 80％ 

高度地区 15ｍ第２種高度地区 15ｍ第４種高度地区 

 

（3） 建立及び修理の経過 

ア 指定説明 

文化庁「国宝・重要文化財データベース」詳細解説により、以下に示す。 

 

二条城は、徳川将軍家の京都における居館として創建された。その後、寛永行幸で後水尾天

皇を迎えるため行幸御殿が新築され、本丸部分を拡張して本丸御殿等が新築された。その際、

二之丸の既存の御殿も大改造され、現在の二之丸御殿の姿となった。 

対象６棟は、書院造の完成形とされる建造物である。入口である車寄、訪問者が待機する遠

侍、公式の対面所である大広間、内向きの対面に用いる黒書院、将軍の私的な生活の場である

白書院という機能が異なる複数の棟が雁行形に配置されている。 

内部は、武家社会の厳格な身分秩序を明確に示す演出が施される。主室には上段、下段の続

き間を持ち、格式を示す書院造の設えである床、棚、付書院、帳台構を備え、金箔や金砂子を

ふんだんに用いた狩野派による障壁画で壁や襖を彩る。欄間には豊富な彫刻を嵌め、天井の格

間には彩色画を施し、長押等の随所に豊麗な飾金具を打つ。これらの手法は、近世初期の桃山

時代の建築的特色を顕著に示す事例として貴重である。 

名称 構造及び形式 

美術工芸品指定外障壁画 2,593面（一部デジタル画約 300面） 

※現在、対象６棟内にある障壁画 （模写画、デジタル画含む） 

・重要文化財模写画 696面 

・未指定障壁画 約 2,293面 

・デジタル画  約 300面 
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図 2.1.5 文化庁「国宝・重要文化財データベース」詳細解説（原文） 

 

イ 修理の経過 

建立から現在に至るまでの過去の修理歴を示す。 

（ｱ） 江戸時代 

対象６棟は、慶長７ （1602）年～８ （1603）年に造営され、寛永３ （1626）年に後水尾天

皇の行幸に備えて寛永元（1624）年～３（1626）年に実施された大改修を受けて、現在の規

模に整えられた。現存する白書院、黒書院、蘇鉄之間、大広間、式台、遠侍及び車寄は寛永

期の姿を伝える。 

寛永期の改修により、白書院と大広間については、建物の間取りを変更したとみられる。 

詳細時期は不明ながら、17 世紀中頃の修理で杮葺きから本瓦葺きに改めたとみられる。

建物の小屋組等にも、瓦への葺き替えに伴う改造痕が残されている。 

寛永改修時以降に付設されたものとして、文久２ （1862）年に設置された渡廊、明治期に

設置された遠侍・黒書院・白書院各北側の便所がある。 

（ｲ） 明治時代以降 

二条城は、明治 17（1884）年に「二条離宮」となる。離宮とは皇居以外の宮殿であり、

皇族の行幸啓や即位の大礼に備えて、順次整備が行われた。この時、対象６棟の屋根の飾金

具は、徳川家の家紋である葵紋から、天皇家の菊紋へと付け替えられ、廊下の障壁画は、近

代の皇居である明治宮殿（明治 21  1888］年築、昭和 20  1945］年焼失）にならい、正倉

院宝物等の意匠を参考に制作された。明治宮殿の意匠を継承し、建物と共に現存する唯一

の例として貴重である。 

 

 

二条城 六棟 

二条城は徳川家康が京都にのぼった時の居館として創築されたものであって、慶長六年（一六〇一）に着手された

が、工事が行われたのは翌七年からと思われ、同八年三月には家康がここに入城しているから、この時すでに主要

な部分は竣工していたのであろう。その後、三代将軍家光が寛永三年（一六二六）の後水尾天皇の行幸を迎えるに

あたり、大改修がなされた。 

二の丸御殿は桃山時代に完成された書院造の最も典型的な例であって、外観においては遠侍、式台、大広間、蘇鉄

の間、黒書院、白書院などの各建築が接続しあるいは渡廊下でむすばれ、雁行して、大小の破風や屋根が重なり合

って相ならぶ。内部においては主要な部屋には上段の間があり、そこには書院造の格式である床、棚、書院を構

え、帳台構を設ける。各部屋とも壁、襖には一面に狩野派の彩色の障壁画を描き、欄間には豊富な彫刻を嵌め、天

井の格間には彩色画を施し、長押を始め随所に豊麗な飾り金具を打っている。これらの豪華な手法は桃山時代建築

の特色を遺憾なく発揮したものである。 

 

【引用文献】『国宝辞典（四）』（便利堂 二〇一九年） 
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表 2.1.6 主な改修歴（対象６棟に関するもの） 

時期 内容 

寛永元年～３年 

（1624～1626） 
寛永３（1626）年の後水尾天皇の行幸に備えた大改修 

江戸中期 屋根を杮葺きから本瓦葺きへ改修か 

貞享 3年～元禄 4年 

(1686～1691) 

寛永行幸の約 60年後、破損見分が行われ、屋根野地の更新と瓦の葺直し 

貞享 3(1686)年から元禄４（1691）年にかけて修理※１ 

屋根は寛永期には杮葺きであった。本瓦葺きへ葺き替えられた時期については、貞享３年の『破

損見分帳』※２に瓦の被害状況が記載されているので、それ以前となる。寛永期に柿葺きと判明

するのは、年紀のある柿板が昭和修理で発見されたことによる※３。東大手門の２層の増築が寛

文３(1663)年であり、寛文地震の被災が寛文２(1662)年なので、二之丸御殿の瓦葺きへの改変も

この寛文期に行われた可能性があるが、その約 20年後と間もない貞享３年の『破損見分帳』で

瓦の被害状況が大きかった理由については、今後精査が必要である。 

明治 18年～19年 

(1885～1886) 

宮内省所管となり二条離宮となった明治 17(1884)年後、宮内省によって行われた明

治 20(1887)年の行幸前の修理 

腐食による柱根継、床上げ等。車寄の瓦葺を檜皮葺へ変更 

御座所となる白書院の金具を菊紋へ変更 

明治 26年～29年 

(1893～1896) 

桂宮御殿の本丸への移築に伴う改変 

御殿外観を象徴する屋根破風金物を葵紋から菊紋へ変更 

明治 31年～35年か 

(1898～1902) 

各御殿の廊下と一部部屋内の天井画、壁貼付、戸襖貼付を張替 

（※正倉院宝物や平家納経等を参照して制作、皇室由来の要素が加わる） 

大正 4（1915）年の増設 
大正大礼に際し、便殿及び朝集所として使用されたため一部が改変 

（※大礼後、おおよそ以前の姿に復旧） 

昭和 25年～36年 

(1950～1961) 

二条離宮が京都市へ下賜された昭和 14(1939)年後の維持修理（本丸御殿等含む） 

屋根葺替、小屋組の部分繕い、漆喰壁塗り直し 等 

（参考） 

※１ 村田治郎・川上貢「二条城二之丸御 舎貞享度破損見分ならびに修理」日本建築学会論文報告書集 55 号、昭和

32 年２月 

※２ 『貞享三年寅七月二条城御二之丸御殿并諸御家破損見分帳』京都府立京都学・歴彩館蔵 

※３ 財団法人建築研究協会編『重要文化財二条城調査工事報告書』元離宮二条城事務所、平成 23 年３月  

 

（4） 計画策定全体に係る基本事項 

ア 補助事業 

本計画に係る保存修理工事は、補助事業の対象である。補助事業の種類、修理種別、補助対

象範囲、設計監理の重要性、情報発信等については、『国宝・重要文化財建造物保存修理補助

事業実務の手引き』に基づき計画する。 

イ 文化財建造物修理主任技術者 

国庫補助を受ける保存修理工事においては、文化庁の承認を受けた文化財建造物修理主任技

術者が設計 ・監理等を行うため、本計画の策定あるいは将来的な見直しには、文化財建造物修

理主任技術者の意図を十分に反映する。 
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ウ 現地保存 

保存修理工事は、修理対象の部材を現地へ戻すことを前提に計画する。 

エ 現状変更 

文化財保護法の規定により、敷地内の現状を変更する場合は、現状変更許可が必要となる。 

オ 原状回復 

保存修理工事は史跡や名勝などへの影響が最小限となるよう計画する。史跡や名勝などに影

響を及ぼす場合は、原状回復の方法を検討する。また、石垣に影響を及ぼすおそれがある場合

は、保存修理工事による重量や衝撃などによる影響を検討する。 

カ 準拠基準等 

 重要文化財二条城修理工事報告書第１集～第５集（元離宮二条城事務所、昭和 30 年～51

年） 

 重要文化財二条城調査工事報告書（元離宮二条城事務所、平成 23 年） 

 元離宮二条城国宝・重要文化財（建造物）等保存活用計画（京都市、平成 29 年） 

 文化財建造物等の地震時における安全性確保に関する指針（文化庁、平成８年） 

 重要文化財（建造物）耐震診断指針（文化庁、平成 24年） 

 重要文化財（建造物）耐震基礎診断実施要領（文化庁、平成 24年） 

 国宝・重要文化財建造物保存修理補助事業実務の手引き（文化庁、平成 30年） 

 史跡等整備の手引き（文化庁、平成 17年） 

 史跡旧二条離宮（二条城）保存活用計画（京都市、令和２年） 

 元離宮二条城施設整備総合計画（京都市、令和４年） 

 史跡旧二条離宮（二条城）整備計画（京都市、令和４年） 

 元離宮二条城本丸御殿等環境整備計画（京都市、令和４年） 

 元離宮二条城施設更新総合調査・検討業務報告書（京都市、令和４年） 

 重要文化財（建造物）等防災施設整備事業（防災施設等）指針（令和３年） 

 国宝・重要文化財（建造物）の防火対策ガイドライン（令和元年） 

キ その他 

各計画に係る個別の条件整理については、各章の冒頭に付す。 
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２ 調査 

（1） 概要 

対象６棟について、以下の 「ア 調査項目」に示す５つの調査を実施した。調査期間は、令和

６年 11月から令和７年６月までである。平成 19 （2007）年～平成 23 （2011）年に実施した調査工

事※ （以下、「前回調査」という）から現在までの破損の進行及び耐震性能の確認を目的とした。 

 

（参考） 

※二条城二之丸東大手門、二之丸御殿６棟（対象６棟）、本丸御殿の破損調査及び耐震調査を実

施。その成果は、『重要文化財二条城調査工事報告書』（元離宮二条城事務所、平成 23 年 3 月）

としてまとめられている。 

ア 調査項目 

（ｱ） 破損調査 

耐震診断に影響のある主要部材や軒廻りの構造部材について、以下の調査を実施した。 

 

表 2.2.1 調査内容 

 

（ｲ） 仕様調査 

主要部材の配置、部材断面寸法の実測、材種等について、以下の調査を実施した。 

 

表 2.2.2 調査内容 

  

項目 概要 

目視調査 

１.主要部材の破損調査 

柱・横架材・床材など、特に耐震診断に影響のある主要部材の

破損状況（虫害、腐り、割れなど部材の交換が必要なもの）を

確認した。 

その他、目視で確認した著しい破損箇所を記録した。 

２.軒廻り（桔木、隅木など）の

破損調査 

軒廻りの腐食、風化・風食、吊金具の外れ等を確認した。 

その他、目視で確認した著しい破損箇所を記録した。 

傾斜・不陸調査 

３.柱の傾斜測定 
各棟の主要部材の柱（側柱・入側柱等）の傾斜を下げ振りで確

認した。 

４.床レベルの不陸測定 
各棟の床の不陸（地長押の天端と敷居の下端より判定）の程度

を実測確認した。 

項目 概要 

目視調査 

１．構造部材調査 

（主要部材の配置と構成） 
各図面と上部の部材の配置と構成の整合を目視により確認した。 

２．軸組調査 

（小屋組、束通り） 

耐震診断に用いる３次元解析モデルを作成する目的で、小屋組

の束通りの部材配置と構成を確認し、軸組図を作成した。 

３．床組の配置と構成の調査 各図面と床下の部材の配置と構成の整合を目視により確認した。 

実測・目視調査 

４．柱・横架材の断面寸法 

等の形状調査 

各棟の主要部材の断面寸法を実測確認した。 

各図面の断面寸法と現地の代表断面を抜き取りで調査した。 

５．柱・横架材の仕様調査 各棟の主要部材の仕様（材種等）を目視により確認した。 



2-8 

（ｳ） 構造調査 

耐震診断に係る調査として、３次元計測調査（小屋組）、常時微動測定（小屋組、対象棟：

遠侍)、衝撃弾性波試験（柱）を実施した。 

 

表 2.2.3 調査内容 

 

（ｴ） 障壁画調査 

修理対象となる天井貼付、壁貼付、戸襖貼付について、破損状況等の調査を実施した。 

 

表 2.2.4 調査内容 

 

（ｵ） 彩色調査 

修理対象となる欄間彫刻の彩色について、破損状況等の調査を実施した。 

 

表 2.2.5 調査内容 

 

 

 

 

 

 

 

項目 概要 

３次元計測 

１．小屋組の３次元計測 
耐震診断に用いる３次元解析モデルを作成する目的で、小屋組

の３次元計測を実施した。 

２．平面図・断面図と 

点群データの重ね合わせ 

各図面と現地状況の整合を確認するため、梁行・桁行断面図及

び小屋梁平面図と３次元計測点群データを重ね合わせ、整合確

認を行った。 

常時微動測定 
３．小屋組の常時微動測定 

（対象棟：遠侍） 

小屋組の水平剛性を評価する目的で、常時微動測定を実施し

た。 

衝撃弾性波試験 ４．柱の衝撃弾性波試験 
柱の曲げ強度を推定する目的で、非破壊の衝撃によって生じる

弾性波（音波）の伝播速度や減衰特性の測定を実施した。 

項目 概要 

目視調査 

１ 破損状況とその原因 現状の破損状況を確認し、その原因について検討した。 

２．仕様調査 
現状の紙の構造について一部解体して確認を行った。修理の際

の仕様を検討した。 

３．対策 修理及び竣工後の維持管理の観点から対策を検討した。 

項目 概要 

目視調査 
１ 破損状況とその原因 現状の破損状況を確認し、その原因について検討した。 

２．対策 修理及び竣工後の維持管理の観点から対策を検討した。 
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イ 調査範囲 

調査範囲を以下に示す。 

なお、構造調査のうち、常時微動測定は遠侍のみで実施した。 

 

 

図 2.2.6 調査範囲 

ウ 実施体制 

調査の実施体制を以下に示す。調査には、安全専従員１名以上、調査管理者１名以上が立ち

合い、調査を実施した。 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.2.7 調査実施体制 

 

 

 

：調査範囲

：常時微動測定調査範囲

＜協力会社＞ 

＜株式会社竹中工務店＞ 

D社 C社 

3 次元計測 

（全棟） 

破損・仕様調査 

（他４棟） 

破損・仕様調査 

（黒書院） 

破損・仕様調査 

（白書院） 

B社 A社 

＜元離宮二条城事務所＞ 

柱の衝撃弾性波試験（全棟） 

E社 

常時微動測定 

（全棟） 
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エ 実施スケジュール 

実施スケジュールを以下に示す。遠侍五之間、六之間、物置を作業事務所とし、小屋裏内の

安全対策等の調査準備の上、各調査を実施した。 

 

表 2.2.8 実施スケジュール 

調査名 
開始 

終了 

令和 6年 令和 7年 

11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 

調査準備 

・搬入 

11/27 

11/29 

                                                               

破

損 

調

査 

目視 

調査 

12/4 

1/24 

                                                               

傾斜・

不陸 

調査 

12/3 

12/17 

                                                               

仕

様 

調

査 

目視 

調査 

12/4 

1/24 

                                                               

実測・

目視 

調査 

12/4 

1/24 

                                                               

構

造 

調

査 

3次元 

計測 

12/2 

12/4 

                                                               

常時微

動測定 
3/3                                                                

衝撃弾

性波 

試験 

5/1 

6/15 

                                                               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

図 2.2.9 調査準備状況写真 

  

写真１ 朝礼 写真２ 作業所事務所 

  

写真３ 安全通路・親綱の設置 写真４ スロープ・階段の設置 
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（2） 破損調査 

ア 部材の劣化 

表 2.2.10 調査結果（白書院） 

（ｱ） 白書院 

 

部位 調査結果 

床下 北側：床束に蟻害箇所を１箇所確認した。（写真５） 

軒廻り 

全体：化粧裏板や軒先部材（裏甲など）の各所に雨漏痕や板の欠損 （写真６）、腐朽を確認した。

（写真７）上部筋違の端部に損傷を確認した。 

東側：附属之間の隅木先端付近、裏甲の向留口に空きと茅負の傾斜を確認した。 

西側：茅負下端内角に、破損・継手のずれを確認した。 

北側：附属之間軒中央部に 100mm 程度の大きな軒の下がりを確認した。また、屋根面で突き上がっ

ている箇所、落ち込んでいる箇所を確認した。（写真８） 

便所裏の漆喰剥がれを確認した。雁振瓦の落下・平瓦の破損を確認した。 

小屋組 

東側：附属之間の北面小屋組において束材による垂木の突上げを確認した。（写真９） 

附属之間の谷木において古い雨漏痕を確認した。（写真 10） 

中央：筋違端部の損傷 

全体：貫の継手のずれを確認した。（写真 11） 

獣害：両妻の妻壁前包裏側にハクビシンと思われる糞を確認した。 

小屋貫には、ハトの糞、ハクビシンの爪痕や足跡を確認した。（写真 11、12） 

  

写真５ 床下調査（蟻害） 写真６ 軒廻り調査（化粧裏板の欠損（北東隅）） 

  

写真７ 軒廻り調査（裏甲の腐朽（附属之間南側）） 写真８ 軒廻り調査（軒中央の下がりと屋根面の凹凸） 
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図 2.2.11 調査状況写真（白書院） 

 

（ｲ） 黒書院 

表 2.2.12 調査結果（黒書院） 

 

  

写真９ 小屋組調査（束による垂木の突き上げ） 写真 10 小屋組調査（漏水痕） 

 
 

写真 11 小屋組調査（貫のずれと獣害（足跡）） 写真 12 小屋組調査（獣害（糞）） 

部位 調査結果 

床下 全体：虫害・蟻害・腐食等の被害は確認されなかった。 

軒廻り 

全体：化粧裏板や軒先部材（裏甲や茅負など）の各所に雨漏痕や板穴、変色等の腐朽を確認した。

（写真 13）また、面戸板の各所に応急修理の痕が見られた。 

飛えん垂木に切り欠きによる断面欠損を確認した。 

屋根垂木上部の穴空き、断面欠損を確認した。 

東側：部分的に雨漏痕を確認した。前包下の熨斗瓦や裏板にずれを確認した。 

北側：土壁に損傷個所を確認した。下屋の熨斗瓦が崩れていることを確認した。 

竪樋に腐食を確認した。 

小屋組 

西側：化粧裏板に修理痕を確認した。 

全体：束柱の傾斜、母屋の転び、貫のずれなどの小屋組変形を確認した。（写真 14） 

棟木垂木掛けへの野垂木のずれ（写真 15）、貫の欠損（写真 16）、仕口の緩み（写真 17）を 

確認した。 

各所に継手の不良を確認した。 

獣害：両妻の妻壁前包裏側にハクビシンと思われる糞を確認した。（写真 18） 

小屋貫には、ハトの糞、ハクビシンの爪痕や足跡を確認した。 
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図 2.2.13 調査状況写真（黒書院） 

  

  

写真 13 軒廻り調査（裏甲・茅負の腐朽（南東隅）） 写真 14 小屋組調査（小屋組の変形） 

  

写真 15 小屋組調査（野垂木のずれ） 写真 16 小屋組調査（貫の欠損） 

  

写真 17 小屋組調査（仕口の緩み） 写真 18 小屋組調査（獣害（糞）） 
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（ｳ） 蘇鉄之間 

表 2.2.14 調査結果（蘇鉄之間） 

 

図 2.2.15 調査状況写真（蘇鉄之間） 

  

部位 調査結果 

床下 全体：床束、大引、根太、筋違の各所に蟻害痕を確認した。(写真 19) 

軒廻り 

全体：化粧裏板や軒先部材（裏甲など）の各所に雨漏痕や板穴等の腐朽を確認した。(写真 20) 

東側：裏甲に雨漏痕、腐朽を確認した。野地板に穴を確認した。 

西側：軒の不陸が大きいことを確認した。 

雨漏痕、腐朽を確認した。木負に横割れを確認した。漆喰の浮きと剥がれを確認した。 

北側：破風尻の腐食を確認した。裏甲に雨漏痕を確認した。 

小屋組 

全体：野棟付近で漏水痕を確認した。（写真 21） 

東側：材のねじれによる母屋の傾斜を確認した。 

西側：小屋束と母屋の鎹が外れている箇所があった。 

母屋に転び、傾斜があることを確認した。 

獣害：天井板裏にハクビシンと思われる獣による尿の痕を確認した。（写真 22） 

  

写真 19 床下調査状況（蟻害痕） 写真 20 軒廻り調査（裏甲等の腐朽（南東隅）） 

  

写真 21 小屋組調査（雨漏痕） 写真 22 小屋組調査（獣害（糞尿痕）） 
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（ｴ） 大広間 

表 2.2.16 調査結果（大広間） 

 

図 2.2.17 調査状況写真（大広間） 

  

部位 調査結果 

床下 
全体：床束・大引・根太の各所に蟻害痕、腐朽、雨漏痕を確認した。（写真 23） 

東側：根太に割れを確認した。 

軒廻り 

全体：化粧裏板や軒先部材（裏甲など）の各所に雨漏痕、腐朽を確認した。（写真 24） 

北側：蘇鉄之間との境界となる谷部から漏水して軒先に入り、雨漏りしたとみられる箇所を確認し

た。 

小屋組 

北側：雨漏りによる表面腐朽が大きくなっている箇所を確認した。 

部分的に、腐朽後にジバンムシによる食害がある箇所を確認した。 

南側：妻面直下の繋ぎ梁に折損を確認した。（写真 25） 

獣害：両妻の妻壁前包裏側、蘇鉄之間取り合い部にハクビシンと思われる糞を確認した。 

小屋貫にハトの糞、天井板上にハクビシンの足跡を確認した。(写真 26) 

  

写真 23 床下調査(蟻害痕・腐朽等) 写真 24 軒廻り調査（裏甲の腐朽（北側）） 

  

写真 25 小屋組調査（繋ぎ梁の折損） 写真 26 小屋組調査（獣害（足跡）） 
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（ｵ） 式台 

表 2.2.18 調査結果（式台） 

 

図 2.2.19 調査状況写真（式台） 

  

部位 調査結果 

床下 
全体：床束・大引・根太・筋違の各所に蟻害痕、腐朽を確認した。 

床下柱に足固め貫の抜けを確認した。（写真 27） 

軒廻り 

全体：化粧裏板や軒先部材（裏甲など）の各所に雨漏痕、腐朽を確認した。（写真 28） 

南側：化粧裏板に割れを確認した。 

北側：化粧裏板に動物の尿被害と思われる変色を確認した。 

大広間との接続部を中心に雨漏痕が見られた。面戸板のずれを確認した。 

小屋組 
中央：梁材において目廻り状の割れと近傍に後補の補強材を確認した。（写真 29） 

獣害：西妻の妻壁前包裏側や隅木付近にて、ハクビシンと思われる糞を確認した。（写真 30） 

  

写真 27 床下調査（足固め貫の抜け） 写真 28 軒廻り調査（裏甲の腐朽（北側）） 

   

 

 

 

 

写真 29 小屋組調査（梁材割れ） 写真 30 小屋組調査（獣害（糞）） 
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（ｶ） 遠侍及び車寄 

表 2.2.20 調査結果（遠侍及び車寄） 

 

図 2.2.21 調査状況写真（遠侍及び車寄） 

  

部位 調査結果 

床下 
全体：床束・大引・根太の各所に蟻害痕、腐朽を確認した。（写真 31） また、床束の割けや大

引、筋違のずれを確認した。（写真 32） 

軒廻り 

全体：化粧裏板や軒先部材（裏甲など）の各所に雨漏痕や変色、穴あき等の腐朽を確認した。 

   （写真 33） 

西側：化粧裏板同士の間に隙間を確認した。式台との接続部について、脇障子に傾斜を確認した。 

南側：腐朽に伴う垂木の下がりを確認した。 

北側：軒樋の穴あきを確認した。冠瓦の落下、破風熨斗瓦の落下が見られた。面戸板のずれが見ら

れた。 

小屋組 

東側：梁に裂け、割れを確認した。母屋の一部に傾斜を確認した。 

北側：二重梁下の差母屋の勾配に下がりがあることを確認した。 

獣害：両妻の妻壁前包裏側、団体用出入口直上の軒裏、式台付近の天井板上にハクビシンと思われ

る糞を確認した。（写真 34）また、小屋貫や天井板上にハトの糞を確認した。 

  

写真 31 床下調査(床束の腐朽) 写真 32 床下調査（筋違のずれ） 

   

 

写真 33 軒廻り調査（裏甲の腐朽（北側）） 写真 34 小屋組調査（獣害（糞）） 

再撮影 
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（ｷ） まとめ 

破損状況は前回調査の結果と大きな差異はなかった。 

a 床下 

各棟で虫害（蟻害等）や腐朽を確認した。建屋側にシロアリの巣は確認できず被害箇所

が土に近いため、ヤマトシロアリによる被害の可能性が高い。床下で礎石が二重や三重に

積まれた箇所があるが、これは、経年による沈下に対する嵩上げや腐朽・虫害による柱脚

部の交換に伴うものであると推測される。   

対策として被害の大きな材の交換が考えられる。 

b 軒廻り 

野地板や軒先部材（裏甲や茅負など）の腐朽を確認した。腐朽は見え隠れとなっている

桔木等の部材まで及んでいるとみられる。 

対策として、劣化した材の一部交換等が考えられる。 

白書院と附属之間の境界部や、黒書院と蘇鉄之間の境界部など、建造物が隣接する谷部

の隅木に、雨漏痕が多く確認された。これは屋根の形状に起因するもので、雁行形を成す

各棟の接合部の谷部に雨水が集中した結果、谷樋や屋根野地が傷み、雨漏りにつながった

ものと推定される。 

対策として、入隅谷樋及び銅板葺きの拡幅により雨水から谷部を保護することが考えら

れる。 

c 小屋組 

梁の一部の腐朽、裂けや母屋の一部に傾斜を確認した。各所でハトの糞、ハクビシンと

思われる糞を確認した。 

対策として、劣化した材の一部交換等や屋根面の傾斜の補正対応等が望まれる。 
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イ 傾斜・不陸調査 

（ｱ） 調査の方法 

a 柱の傾斜 

 柱脚を基準に、柱頭の水平方向のずれを下げ振りにより測定した。 

 下げ振りの高さは H=1,000mm、柱の基準高さは、H=3,500mm とした（前回調査に同じ）。 

 測定値の 3.5倍を柱脚から柱頭までの水平方向のずれ量 （以下、 「水平変位量」という）      

を求めた。算出式は以下のとおり。 

 

算出式 D=√（dx^2+dy^2） 

dx：X方向水平変位量 dy：Y方向水平変位量 

 

なお、水平変位量は、南北方向を X方向（北方向を正方向、南方向を負方向）、東 

西方向を Y方向（西方向を正方向、東方向を負方向）とした。 

 水平変位量から柱の傾斜角を求めた。算出式は以下のとおり。 

 

算出式 R：傾斜角（D／H）＝D：柱の水平変位量／H：柱の長さ 

b 床の不陸 

 各棟の基準点は前回調査と同じ位置とし、遠侍の入側床高さ（入側 FL）を基準とした。 

 調査では、敷居上端レベルと内法長押下端レベルを測定し、沈下の傾向を確認した。両

者の数値に差がある場合は、沈下の大きい値を採用した。 

（ｲ） 入側床高さと地盤高さ 

 対象６棟の共通地盤高さ（GL）は、車寄土間天±０mmとした。 

 遠侍入側 FL と各棟のレベル差及び共通 GL との関係は下表のように整理される。 

なお、鉛直上向きを正の向きとする。 

 

       表 2.2.22 各棟入側 FL のレベル関係 

 

 GL～入側 FL 

（車寄土間天±0） 

入側 FL※ 

（遠侍及び車寄入側 FL±0） 

白書院 +1,421 +169 

黒書院 +1,405 +153 

蘇鉄之間 +1,403 +151 

大広間 +1,346 +94 

式台 +1,256 +168 

遠侍 +1,261 ±0 

（共通 GL +1,261） 車寄 ±0 

 

※各棟の基準となる入側 FL は側通り敷居上端とし、式台は入側通り敷居上端とした。 
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図 2.2.23 調査状況写真 

  

  

写真 35 柱の傾斜測定  写真 36 同左 

  

写真 37 水準器の設置 写真 38 床（地長押）の不陸測定 
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（ｳ） 調査結果 

a 白書院 

側柱と入側柱を合わせて合計 30 本の柱の測定を行った。水平変位量の平均は、北方向

（+X方向）に 5.4mm、西方向（+Y 方向）に 6.2mm であった。最大水平変位量は、35.8mm で

あった。傾斜角は、平均で 1/427 （rad）、最大で 1/98 （rad）であった。南面で北側への傾

きがみられるほか、東西中央でそれぞれ東側、西側へ傾いている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.2.24 白書院 柱の水平変位量 

（伏図 単位：mm、基準高さ H=3,500mm） 
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表 2.2.25 白書院 柱の傾斜角 

 

  

X1 Y1 0.0 -16.0 16.0 1/219

X3 Y1 -5.5 9.0 10.5 1/332

X1 Y2 9.0 17.5 19.7 1/178

X2 Y2 17.5 14.0 22.4 1/156

X3 Y2 -12.5 2.0 12.7 1/276

X4 Y2 7.0 3.5 7.8 1/447

X5 Y2 -2.0 17.5 17.6 1/199

X6 Y2 -14.0 21.0 25.2 1/139

X1 Y3 9.0 3.5 9.7 1/362

X2 Y3 5.5 19.5 20.3 1/173

X4 Y3 7.0 -17.5 18.8 1/186

X5 Y3 16.0 10.5 19.1 1/183

X6 Y3 3.5 14.0 14.4 1/243

X4 Y4 0.0 0.0 0.0 -

X5 Y4 7.0 12.5 14.3 1/244

X1 Y5 19.5 -3.5 19.8 1/177

X2 Y5 21.0 10.5 23.5 1/149

X4 Y5 17.5 3.5 17.8 1/196

X5 Y5 2.0 5.5 5.9 1/598

X6 Y5 7.0 9.0 11.4 1/307

X1 Y7 33.5 -12.5 35.8 1/98

X2 Y7 3.5 -3.5 4.9 1/707

X4 Y7 12.5 24.5 27.5 1/127

X5 Y7 5.5 12.5 13.7 1/256

X6 Y7 -28.0 17.5 33.0 1/106

X1 Y9 16.0 -16.0 22.6 1/155

X2 Y9 17.5 0.0 17.5 1/200

X4 Y9 2.0 24.5 24.6 1/142

X5 Y9 -16.0 -5.5 16.9 1/207

X6 Y9 2.0 7.0 7.3 1/481

5.4 6.2 8.2 1/427

- - 35.8 1/98

12.3 11.6 - -

Y通り
X方向

水平ずれ量
(mm)

Y方向

水平ずれ量
(mm)

水平ずれ量
（絶対値）

(mm)

傾斜角
(rad)

平均値

最大値

標準偏差

X通り

※     は傾斜角が最大となる柱 



2-23 

b 黒書院 

側柱と入側柱を合わせて合計 29本の柱の測定を行った。水平変位量の平均は、北方向

（＋X方向）に 10.6mm、西方向（＋Y方向）に 13.1mm であった。最大水平変位量は、73.1mm

であった。傾斜角は、平均で 1/207（rad）、最大で 1/48（rad）であった。全体として北

側、西側に傾いている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.2.26 黒書院 柱の水平変位量 

（伏図 単位：mm、基準高さ H=3,500mm） 

  

※○は水平変位量が最大となる柱 
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表 2.2.27 黒書院 柱の傾斜角 

 

  

X2 Y1 5.5 -16.0 16.9 1/207

X3 Y1 -3.5 23.0 23.3 1/150

X4 Y1 23.0 35.0 41.9 1/84

X8 Y1 -3.5 7.0 7.8 1/447

X2 Y4 0.0 -7.0 7.0 1/500

X3 Y4 0.0 12.5 12.5 1/280

X4 Y4 26.5 14.0 30.0 1/117

X6 Y4 9.0 21.0 22.8 1/153

X8 Y4 7.0 21.0 22.1 1/158

X4 Y7 12.5 19.5 23.2 1/151

X6 Y7 21.0 17.5 27.3 1/128

X8 Y7 12.5 14.0 18.8 1/186

X2 Y8 7.0 -3.5 7.8 1/447

X3 Y8 31.5 0.0 31.5 1/111

X4 Y8 70.0 21.0 73.1 1/48

X3 Y9 26.5 9.0 28.0 1/125

X4 Y9 30.0 35.0 46.1 1/76

X6 Y9 30.0 19.5 35.8 1/98

X8 Y9 9.0 10.5 13.8 1/253

X2 Y10 21.0 3.5 21.3 1/164

X3 Y10 0.0 14.0 14.0 1/250

X4 Y10 5.5 35.0 35.4 1/99

X6 Y10 -2.0 23.0 23.1 1/152

X8 Y10 5.5 23.0 23.6 1/148

X8 Y10d -14.0 10.5 17.5 1/200

X2 Y11 0.0 -7.0 7.0 1/500

X3 Y11 0.0 -3.5 3.5 1/1000

X4 Y11 -5.5 26.5 27.1 1/129

X8 Y11 -16.0 2.0 16.1 1/217

10.6 13.1 16.9 1/207

- - 73.1 1/48

17.0 13.0 - -

Y通り
X方向

水平ずれ量
(mm)

Y方向

水平ずれ量
(mm)

水平ずれ量
（絶対値）

(mm)

傾斜角
(rad)

X通り

平均値

最大値

標準偏差

※     は傾斜角が最大となる柱 
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c 蘇鉄之間 

側柱と入側柱を合わせて合計６本の柱の測定を行った。水平変位量の平均は、北方向（+X

方向）に 9.7mm、西方向（+Y方向）に 15.3mm であった。最大水平変位量は、46.1mm であ

った。傾斜角は、平均で 1/194 （rad）、最大で 1/76 （rad）であった。全体的として北側、

西側に傾いている。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.2.28 蘇鉄之間 柱の水平変位量 

（伏図 単位：mm、基準高さ H=3,500mm） 

 

表 2.2.29 蘇鉄之間 柱の傾斜角 

  

X0 Y1 17.5 33.5 37.8 1/93

X7 Y1 14.0 -7.0 15.7 1/224

X9 Y1 30.0 35.0 46.1 1/76

X0 Y2 -5.5 23.0 23.6 1/148

X7 Y2 5.5 -16.0 16.9 1/207

X9 Y2 -3.5 23.0 23.3 1/150

9.7 15.3 18.1 1/194

- - 46.1 1/76

12.3 19.6 - -

Y通り
X方向

水平ずれ量
(mm)

Y方向

水平ずれ量
(mm)

水平ずれ量
（絶対値）

(mm)

傾斜角
(rad)

X通り

最大値

標準偏差

平均値

※     は傾斜角が最大となる柱 

Y2

X9X7

Y1

X0

※○は水平変位量が最大となる柱 

Y2

X9X7

Y1

X0
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d 大広間 

側柱と入側柱を合わせて合計 38本の柱の測定を行った。水平変位量の平均は、北方向

（+X方向）に 9.6mm、西方向（+Y方向）に 24.8mm であった。最大水平変位量は、73.5mm

であった。傾斜角は、平均で 1/132（rad）、最大で 1/48（rad）であった。全体として北

側、西側に傾いている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.2.30 大広間 柱の水平変位量 

（伏図 単位：mm、基準高さ H=3,500mm） 
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※○は水平変位量が最大となる柱 

国宝（建築物）二条城二之丸御殿 保存修理工事等基本計画策定業務株式会社 竹中工務店 工事名

図　名

日付

縮尺

図番

A0-1/50 A2-1/100式台 柱傾斜 調査結果

2025年03月28日

式 101
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表 2.2.31 大広間 柱の傾斜角 

 

  

※     は傾斜角が最大となる柱 

X1 Y1 -2.0 5.5 5.9 1/598

X2 Y1 2.0 17.5 17.6 1/199

X2d Y1 -5.5 24.5 25.1 1/139

X3 Y1 9.0 9.0 12.7 1/275

X3d Y1 0.0 9.0 9.0 1/389

X5 Y1 0.0 42.0 42.0 1/83

X6 Y1 -17.5 21.0 27.3 1/128

X1 Y2 5.5 16.0 16.9 1/207

X2 Y2 5.5 17.5 18.3 1/191

X3 Y2 5.5 3.5 6.5 1/537

X3d Y2 9.0 30.0 31.3 1/112

X4 Y2 0.0 40.5 40.5 1/86

X5 Y2 9.0 40.5 41.5 1/84

X6 Y2 23.0 38.5 44.8 1/78

X1 Y3 -7.0 12.5 14.3 1/244

X3 Y3 26.5 26.5 37.5 1/93

X4 Y3 14.0 10.5 17.5 1/200

X5 Y3 37.0 26.5 45.5 1/77

X1 Y4 19.5 9.0 21.5 1/163

X2 Y4 23.0 19.5 30.2 1/116

X3 Y4 21.0 21.0 29.7 1/118

X3d Y4 31.5 12.5 33.9 1/103

X4 Y4 16.0 14.0 21.3 1/165

X5 Y4 12.5 30.0 32.5 1/108

X5 Y5 52.5 35.0 63.1 1/55

X6 Y5 17.5 33.5 37.8 1/93

X1 Y6 5.5 16.0 16.9 1/207

X2 Y6 -3.5 7.0 7.8 1/447

X3 Y6 12.5 37.0 39.1 1/90

X3d Y6 9.0 17.5 19.7 1/178

X4 Y6 5.5 31.5 32.0 1/109

X5 Y6 9.0 24.5 26.1 1/134

X1 Y7 16.0 9.0 18.4 1/191

X2 Y7 0.0 17.5 17.5 1/200

X3 Y7 -2.0 73.5 73.5 1/48

X4 Y7 0.0 63.0 63.0 1/56

X5 Y7 9.0 58.0 58.7 1/60

X6 Y7 -5.5 23.0 23.6 1/148

9.6 24.8 26.6 1/132

- - 73.5 1/48

13.2 15.8 - -

平均値

傾斜角
(rad)

最大値

標準偏差

Y通り

X方向

水平ずれ量
(mm)

Y方向

水平ずれ量
(mm)

水平ずれ量
（絶対値）

(mm)

X通り
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e 式台 

側柱と入側柱を合わせて合計 22本の柱の測定を行った。水平変位量の平均は、南方向

（－X方向）に 15.5mm、西方向（+Y 方向）に 7.5mm であった。最大水平変位量は、62.6mm

であった。傾斜角は、平均で 1/203（rad）、最大で 1/56（rad）であった。全体として南

側に傾いている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.2.32 式台 柱の水平変位量 

（伏図 単位：mm、基準高さ H=3,500mm） 
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国宝（建築物）二条城二之丸御殿 保存修理工事等基本計画策定業務株式会社 竹中工務店 工事名

図　名

日付

縮尺

図番

A0-1/50 A2-1/100式台 柱傾斜 調査結果

2025年03月28日

式 101
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表 2.2.33 式台 柱の傾斜角 

 

  

※     は傾斜角が最大となる柱 

X1 Y1 -9.0 -2.0 9.2 1/380

X2 Y1 -23.0 2.0 23.1 1/152

X3 Y1 -17.5 3.5 17.8 1/196

X4 Y1 -10.5 -10.5 14.8 1/236

X4d Y1 -23.0 3.5 23.3 1/150

X5 Y1 -5.5 0.0 5.5 1/636

X1 Y2 -49.0 7.0 49.5 1/71

X2 Y2 -19.5 5.5 20.3 1/173

X3 Y2 -23.0 -5.5 23.6 1/148

X4 Y2 -59.5 19.5 62.6 1/56

X1 Y3 -14.0 14.0 19.8 1/177

X2 Y3 -17.5 7.0 18.8 1/186

X3 Y3 -9.0 19.5 21.5 1/163

X4 Y3 -59.5 10.5 60.4 1/58

X5 Y3 -44.0 26.5 51.4 1/68

X2 Y4 23.0 -5.5 23.6 1/148

X3 Y4 16.0 23.0 28.0 1/125

X1 Y5 0.0 -10.5 10.5 1/333

X2 Y5 -2.0 5.5 5.9 1/598

X3 Y5 2.0 17.5 17.6 1/199

X4 Y5 -5.5 24.5 25.1 1/139

X5 Y5 9.0 9.0 12.7 1/275

-15.5 7.5 17.2 1/203

- - 62.6 1/56

21.4 10.7 - -

Y通り
X方向

水平ずれ量
(mm)

Y方向

水平ずれ量
(mm)

水平ずれ量
（絶対値）

(mm)

傾斜角
(rad)

平均値

最大値

標準偏差

X通り
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f 遠侍及び車寄 

側柱と入側柱を合わせて合計 41本の柱の測定を行った。水平変位量の平均は、南方向

（－X方向）に 14.8mm、東方向（－Y方向）に 5.3mm であった。最大水平変位量は、39.1mm

であった。傾斜角は、平均で 1/222（rad）、最大で 1/90（rad）であった。全体として南

側に傾き、東入側部で局所的に西側へ傾いている。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.2.34 遠侍及び車寄 柱の水平変位量 

（伏図 単位：mm、基準高さ H=3,500mm） 

  

※○は水平変位量が最大となる柱 
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図　名

日付

縮尺

図番

A0-1/50 A2-1/100式台 柱傾斜 調査結果

2025年03月28日

式 101



2-31 

表 2.2.35 遠侍及び車寄 柱の傾斜角 

 

  

X1 Y2 -12.5 -7.0 14.3 1/244

X1 Y4 -33.5 -2.0 33.6 1/104

X2 Y1 -9.0 -12.5 15.4 1/227

X3 Y1 2.0 -7.0 7.3 1/481

X4 Y1 -12.5 37.0 39.1 1/90

X6 Y1 -9.0 9.0 12.7 1/275

X7 Y1 -2.0 -24.5 24.6 1/142

X8 Y1 -7.0 0.0 7.0 1/500

X2 Y2 -9.0 -14.0 16.6 1/210

X3 Y2 2.0 -24.5 24.6 1/142

X4 Y2 0.0 7.0 7.0 1/500

X6 Y2 -9.0 0.0 9.0 1/389

X7 Y2 -16.0 -5.5 16.9 1/207

X8 Y2 -7.0 0.0 7.0 1/500

X3 Y3 -17.5 -16.0 23.7 1/148

X4 Y3 -28.0 0.0 28.0 1/125

X6 Y3 -12.5 -3.5 13.0 1/270

X7 Y3 -35.0 -7.0 35.7 1/98

X8 Y3 -21.0 -9.0 22.8 1/153

X2 Y4 -23.0 -7.0 24.0 1/146

X4 Y5 -33.5 3.5 33.7 1/104

X6 Y5 7.0 -9.0 11.4 1/307

X3 Y6 -17.5 -9.0 19.7 1/178

X4 Y6 -35.0 3.5 35.2 1/100

X6 Y6 -19.5 -9.0 21.5 1/163

X7 Y6 -21.0 -9.0 22.8 1/153

X8 Y6 -35.0 -5.5 35.4 1/99

X2 Y7 -9.0 -17.5 19.7 1/178

X3 Y7 -5.5 -17.5 18.3 1/191

X4 Y7 -21.0 0.0 21.0 1/167

X6 Y7 -16.0 -2.0 16.1 1/217

X7 Y7 -9.0 -5.5 10.5 1/332

X8 Y7 -12.5 0.0 12.5 1/280

X2 Y8 -16.0 -24.5 29.3 1/120

X3 Y8 -16.0 -26.5 31.0 1/113

X4d Y8 -9.0 -2.0 9.2 1/380

X5 Y8 -23.0 2.0 23.1 1/152

X6d Y8 -17.5 3.5 17.8 1/196

X7 Y8 -10.5 -10.5 14.8 1/236

X8 Y8 -23.0 3.5 23.3 1/150

X8d Y8 -5.5 0.0 5.5 1/636

-14.8 -5.3 15.7 1/222

- - 39.1 1/90

10.4 11.0 - -

X通り

標準偏差

最大値

平均値

傾斜角
(rad)

水平ずれ量
（絶対値）

(mm)

Y方向

水平ずれ量
(mm)

X方向

水平ずれ量
(mm)

Y通り

※     は傾斜角が最大となる柱 
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g まとめ 

今回の測定結果と、前回調査の測定結果とを比較し、柱の傾斜の変化を示した （赤色が

今回調査、青色が前回調査の結果を示す）。その結果、各棟共、全体的な傾向として概ね

同じ傾斜方向や水平変位量を示していることが確認できた。各棟の最大傾斜値 （水平変位

量の絶対値を採用）の比較は、以下のとおりである。 

 

・白書院 前回 37.0mm、今回 35.8mm ・大広間 前回 70.5mm、今回 73.5mm 

・黒書院 前回 52.2mm、今回 73.1mm ・式台 前回 60.5mm、今回 62.6mm 

・蘇鉄之間 前回 34.0mm、今回 46.1mm ・遠侍及び車寄 前回 26.1mm、今回 39.1mm 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.2.36 白書院 柱の水平変位量結果比較（伏図 単位：mm）  
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図 2.2.37 黒書院 柱の水平変位量結果比較（伏図 単位：mm） 
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図 2.2.38 蘇鉄之間 柱の水平変位量結果比較（伏図 単位：mm） 
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図 2.2.39 大広間 柱の水平変位量結果比較（伏図 単位：mm） 
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図 2.2.40 式台 柱の水平変位量結果比較（伏図 単位：mm） 
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図 2.2.41 遠侍及び車寄 柱の水平変位量結果比較（伏図 単位：mm） 
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（ｴ） 調査結果 

a 白書院 

敷居上端と内法長押下端ともに北東隅、南西隅に沈下する傾向を示し、最も沈下が大き

い不陸は、基準点（遠侍入側 FL+169mm）に対して敷居上端で 51mm、内法長押下端で 55mm

であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.2.42 白書院 床の不陸（伏図 単位：mm） 
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b 黒書院 

敷居上端と内法長押下端ともに北東隅、北側通りに沈下する傾向を示し、最も沈下が大

きい不陸は、基準点（遠侍入側 FL+153mm）に対して敷居上端で 39mm、内法長押下端で 45mm

であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.2.43 黒書院 床の不陸（伏図 単位：mm） 
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c 蘇鉄之間 

敷居上端と内法長押下端ともに南側に沈下する傾向を示し、最も沈下が大きい不陸は、

基準点（遠侍入側 FL+151mm）に対して敷居上端で 23mm、内法長押下端で 43mm であった。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.2.44 蘇鉄之間 床の不陸（伏図 単位：mm） 
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d 大広間 

敷居上端と内法長押下端ともに南東側に沈下する傾向を示し、最も沈下が大きい不陸

は、基準点（遠侍入側 FL+94mm）に対して敷居上端で 29mm、内法長押下端で 56mm であっ

た。 内法長押下端は、東入側、南入側で沈下が目立つ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.2.45 大広間 床の不陸（伏図 単位：mm） 
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e 式台 

敷居上端と内法長押下端ともに北東隅、南西隅に沈下する傾向を示し、最も沈下が大き

い不陸は、基準点（遠侍入側 FL+168mm）に対して敷居上端で 40mm、内法長押下端で 33mm

であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.2.46 式台 床の不陸（伏図 単位：mm） 

  

国宝（建築物）二条城二之丸御殿 保存修理工事等基本計画策定業務株式会社 竹中工務店 工事名

図　名

日付

縮尺

図番

A0-1/50 A2-1/100式台 不陸（敷居） 調査結果

2025年03月28日

式 102

(遠侍入側FL+168)

※○は不陸が最大となる柱 

敷居上端 

国宝（建築物）二条城二之丸御殿 保存修理工事等基本計画策定業務株式会社 竹中工務店 工事名

図　名

日付

縮尺

図番

A0-1/50 A2-1/100式台 不陸（敷居） 調査結果

2025年03月28日

式 102

(遠侍入側FL+168)

国宝（建築物）二条城二之丸御殿 保存修理工事等基本計画策定業務株式会社 竹中工務店 工事名

図　名

日付

縮尺

図番

A0-1/50 A2-1/100式台 不陸（内法長押） 調査結果

2025年03月28日

式 103

※○は不陸が最大となる柱 

内法長押下端 

国宝（建築物）二条城二之丸御殿 保存修理工事等基本計画策定業務株式会社 竹中工務店 工事名

図　名

日付

縮尺

図番

A0-1/50 A2-1/100式台 不陸（内法長押） 調査結果

2025年03月28日

式 103
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f 遠侍及び車寄 

敷居上端と内法長押下端ともに南側及び北西側に沈下する傾向を示し、最も沈下が大き

い不陸は、基準点に対して敷居上端で 51mm、内法長押下端で 63mm であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.2.47 遠侍及び車寄 床の不陸（伏図 単位：mm）  

※○は不陸が最大となる柱 

内法長押下端 
国宝（建築物）二条城二之丸御殿 保存修理工事等基本計画策定業務株式会社 竹中工務店 工事名

図　名

日付

縮尺

図番

A0-1/50 A2-1/100式台 不陸（内法長押） 調査結果

2025年03月28日

式 103

敷居上端 
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g まとめ 

今回の測定結果と、前回調査の測定結果とを比較し、床の不陸の変化を示した（赤色が

今回調査、青色が前回調査の結果を示す）。その結果、各棟共､床の不陸の傾向は概ね同じ

であった。 

 

・白書院 北東隅、南西隅で不陸が大きくなる傾向 

・黒書院 北東隅、北側通りで不陸が大きくなる傾向 

・蘇鉄之間 南側で不陸が大きくなる傾向 

・大広間 南東側で不陸が大きくなる傾向 

・式台 北東隅、南西隅で不陸が大きくなる傾向 

・遠侍及び車寄 南側及び北西側で不陸が大きくなる傾向 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.2.48 白書院 床の不陸の比較（伏図 単位：mm） 

 

 

付属之間

二之間 上段之間

三之間

四之間

渡廊下

帳台之間

遠 〇〇図　名 縮尺 A0-1/50 A2-1/100

国宝（建築物）二条城二之丸御殿 保存修理工事等基本計画策定業務株式会社 竹中工務店 工事名 番図付日 2025年01月30日

黒書院 不陸（内法長押） 調査結果

南入側

上段之間

四之間

（櫻之間）

（浜松之間）

二之間

参之間

南入側

付書院

西入側

（菊之間）

牡丹之間

（御廣縁）
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（御納戸）

床
之
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違棚

便　所

違
棚

北入側

遠 〇〇図　名 縮尺 A0-1/50 A2-1/100

国宝（建築物）二条城二之丸御殿 保存修理工事等基本計画策定業務株式会社 竹中工務店 工事名 番図付日 2025年01月30日

黒書院 不陸 調査結果

附属之間 

前回調査 
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図 2.2.49 黒書院 床の不陸の比較（伏図 単位：mm） 

  

遠 〇〇図　名 縮尺 A0-1/50 A2-1/100

国宝（建築物）二条城二之丸御殿 保存修理工事等基本計画策定業務株式会社 竹中工務店 工事名 番図付日 2025年01月30日

黒書院 不陸（内法長押） 調査結果

南入側

上段之間

四之間

（櫻之間）

（浜松之間）

二之間

参之間

南入側

付書院

西入側

（菊之間）

牡丹之間

（御廣縁）

帳台之間
（御納戸）

床
之
間

違棚

便　所

違
棚

北入側

遠 〇〇図　名 縮尺 A0-1/50 A2-1/100

国宝（建築物）二条城二之丸御殿 保存修理工事等基本計画策定業務株式会社 竹中工務店 工事名 番図付日 2025年01月30日

黒書院 不陸 調査結果
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図 2.2.50 蘇鉄之間 床の不陸の比較（伏図 単位：mm） 

  

遠 〇〇図　名 縮尺 A0-1/50 A2-1/100

国宝（建築物）二条城二之丸御殿 保存修理工事等基本計画策定業務株式会社 竹中工務店 工事名 番図付日 2025年01月30日

蘇鉄之間 不陸（内法長押） 調査結果

蘇鉄之間

遠 〇〇図　名 縮尺 A0-1/50 A2-1/100

国宝（建築物）二条城二之丸御殿 保存修理工事等基本計画策定業務株式会社 竹中工務店 工事名 番図付日 2025年01月30日

蘇鉄之間 不陸 調査結果

遠 〇〇図　名 縮尺
A0-1/50 A2-1/100

国宝（建築物）二条城二之丸御殿 保存修理工事等基本計画策定業務株式会社 竹中工務店 工事名 番図付日 2025年01月30日

蘇鉄之間 不陸（内法長押） 調査結果

蘇鉄之間

遠 〇〇図　名 縮尺
A0-1/50 A2-1/100

国宝（建築物）二条城二之丸御殿 保存修理工事等基本計画策定業務株式会社 竹中工務店 工事名 番図付日 2025年01月30日

蘇鉄之間 不陸 調査結果

前回調査 



2-47 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.2.51 大広間 床の不陸の比較（伏図 単位：mm） 

  

国宝（建築物）二条城二之丸御殿 保存修理工事等基本計画策定業務

遠 〇〇

株式会社 竹中工務店

図　名 縮尺 A0-1/50 A2-1/100

2025年01月30日工事名 番図付日

大広間 不陸（内法長押） 調査結果
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株式会社 竹中工務店

図　名 縮尺 A0-1/50 A2-1/100

2025年01月30日工事名 番図付日

大広間 不陸 調査結果
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図 2.2.52 式台 床の不陸の比較（伏図 単位：mm） 

  

国宝（建築物）二条城二之丸御殿 保存修理工事等基本計画策定業務

遠 〇〇

株式会社 竹中工務店

図　名 縮尺
A0-1/50 A2-1/100

2025年01月30日工事名 番図付日

式台 不陸（内法長押） 調査結果

西入側

南入側

式台之間

北入側

壱之間

（老中之間）

参之間

（老中之間）

貮之間

（老中之間）

国宝（建築物）二条城二之丸御殿 保存修理工事等基本計画策定業務

遠 〇〇

株式会社 竹中工務店

図　名 縮尺
A0-1/50 A2-1/100

2025年01月30日工事名 番図付日

式台 不陸 調査結果
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図 2.2.53 遠侍及び車寄 床の不陸の比較（伏図 単位：mm） 
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前回調査 
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（3） 仕様調査 

ア 小屋組・継手・仕口等 

（ｱ） 白書院 

表 2.2.54 調査結果（白書院） 

 

（ｲ） 黒書院 

表 2.2.55 調査結果（黒書院） 

部位 調査結果 

床下 

 入側部分の土間が鋤き取られている範囲があり、礎石の上に石材を載せている箇所を確認した。 

 部屋の間仕切り位置に、柱に仕口を設け両側面より挟み込みボルト止めとしている足固め（挟み

梁）を確認した。 

 柱際には添木を建て、大引端部を支持する。添木には振止めを取り付け、足元を固定している。 

軸部 

 白書院は、柱は礎石建ち、足固め貫、内法貫、天井貫で固めている。側柱筋には軒桁を受け、入

側柱筋では敷梁を受ける。 

 附属之間は、柱は礎石建ち、柱で小屋梁を受ける。舟肘木、軒桁を柱側面の仕口で落とし込む。

渡廊は、柱で直接軒桁を受ける。 

小屋組 

 中央の棟筋には地棟を架け、梁間方向へ小屋梁を敷梁に渡す。入側筋から側柱筋へは繋ぎ梁を渡

す。 

 小屋束は、現状では半間毎に建てられているが、後世に補足された部材もあり、当初は一間毎に

建てられていたとみられる。 

 棟束から一間両脇へは二重梁が架けられ、仕口は金具で補強されている。 

 小屋組は筋違によって梁間方向、桁行方向とも補強されている。一部で筋違端部（上部）の損傷

を確認した。 

 各段の貫の継手に対する補強や小屋梁の後補材を各所に確認した。 

部位 調査結果 

床下 

 礎石の上に石材を載せている箇所を確認した。 

 礎石の成は白書院に比して成が高く、振止めがこれら二重の礎石と干渉している箇所を確認し

た。 

軸部 

 柱は礎石建ち、入側柱筋では敷梁を、東西中央筋では地棟を受ける。 

 側柱筋では西、南、北側は軒桁を受ける。東側は土居桁まで柱が延び、舟肘木、軒桁を柱側面の

仕口で落とし込む方法で、附属之間と同様である。 

 入側柱筋及び三之間、四之間境には、柱頭に頭繋ぎがされ、鎹で固定されている箇所を確認し

た。 

小屋組 

 小屋梁に小屋束を建て、母屋を支持し、小屋束と母屋との間に母屋繋ぎを入れ、その中間に補強

（後補）の母屋を渡す。 

 棟束から一間両脇へは、二重梁が架けられる。二重梁は、両端の小屋束との仕口に不具合がみら

れ、後補材として挿入されたとみられる。 

 小屋束は一間毎である。後世に、棟束から両脇の小屋束に小屋梁を渡し、小屋束と母屋を追加し

ている。後補材の小屋梁は、過去の屋根葺材の変更に伴い、当初の小屋束及び母屋の上にのせ、

筋違で補強されていた。 

 全体にわたり、材のねじれ、母屋や束の傾き、各所に継手の不良、貫の欠損箇所を確認した。

（写真 39） 

 当初の小屋束は、屋根葺材を変更した際、上端を切り縮められているため、母屋との仕口があわ

ず、母屋が外側へ転んでいる。（写真 40） 
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（ｳ） 蘇鉄之間 

表 2.2.56 調査結果（蘇鉄之間） 

 

（ｴ） 大広間 

表 2.2.57 調査結果（大広間） 

 

 

  

部位 調査結果 

床下 

 他の棟と異なり、礎石の上に石材をのせている箇所は確認できなかった。 

 床組は大引を梁間方向に渡し、両端を添束で受けている。 

 足固め（挟み梁）は後補材であり、側柱筋に配されている。 

軸部  柱は礎石建ちで、土居桁まで延び、舟肘木・軒桁は、柱側面から仕口で落とし込む。 

小屋組 

 小屋梁は、梁間方向に土居桁の上に渡す。 

 北側の一部で小屋束が欠落している箇所を確認した。 

 他の棟と異なり、梁間及び桁行方向に筋違による補強はないが、小屋梁高さで水平筋違を施す。 

部位 調査結果 

床下 

 礎石の上に石材を二重もしくは三重にのせている箇所を確認した。 

 部屋の間仕切り位置に、足固め（挟み梁）がされ、両側面より挟み込みボルト止めとしており、

明治期の床組の修理によるものとみられる。 

 柱際には添え束を建て、大引の端部を支持する。また、床束と添え束の側面に振れ止めを取り付

け、柱の足元を固定している。 

 床束と大引の仕口が緩みし、上部荷重を支持できていない箇所を確認した。 

軸部 

 柱は礎石建ちで、側柱筋ではほぼ根継（金輪継）がされている。これらの柱の足元には、礎石の

上に石材を設ける箇所も確認できた。（写真 42） 

 入側筋と桁行方向（南北方向）の柱筋に敷梁をのせ、その上に小屋梁を架け渡し、側柱筋は軒桁

を廻す。 

 敷梁を受ける柱頂部は鉄板敷きとし、柱が敷梁の下端にめり込むのを防いでいる。 

小屋組 

 棟木の両脇に二重梁を架ける構造である。その上部の三重梁は、小屋束の側面からボルトで止め

付けられており、後補材とみられる。 

 小屋梁に小屋束を建て、母屋を支持し、小屋束と母屋との間に母屋繋ぎを入れ、その中間に補強

（後補）の母屋を渡す。 

 小屋束は、半間毎に建てられている。他の棟と同様、後補材として追加された小屋束は、途中で

継がれ、あるいは母屋まで届いていない箇所もあり、屋根荷重を支えるには不十分である。 

 棟の南側で 30～50mm ほどの下がりを確認した。南北妻面の小屋束直下の支持条件が異なるため

と考えられる。北面は柱筋上で支持する構造だが、南面は繋ぎ梁上で支持する構造となるため、

構造的に弱く、そこに力が集中したためとみられる。（写真 41） 

 当初の小屋束や棟束の頂部は、母屋、棟木の転倒防止のため側面に補強板が設置されている。 

 桔木が構造上有効に働いていない箇所や、各所で継手の緩みを確認した。 

 H 形鋼 H-300×150×6.5×9（単位：㎜）による補強を確認した。 

 貫等の転用材、添え木、束と桔木の押さえボルト等を確認した。 
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（ｵ） 式台 

表 2.2.58 調査結果（式台） 

 

（ｶ） 遠侍及び車寄 

表 2.2.59 調査結果（遠侍及び車寄） 

 

 

 

部位 調査結果 

床下 

 礎石の上に石材をのせている箇所がある。 

 床下の土間は、東側で南北に溝が掘られている。 

 床束には、束石がなく、土間の上に直接建てられているものや、溝の上に架け渡した横架材上に

建てられたものがある。 

 床束と大引の接合部がずれ、上部荷重を支持できていない箇所を確認した。 

軸部 

 柱は礎石建ちで、入側柱筋と桁行方向の中央間仕切筋に敷梁をのせ、その上に小屋梁を架け渡

し、側柱筋は繋ぎ梁で繋ぐ。 

 柱頭部には、頭繋ぎを鎹により固定している（黒書院と同様）。また式台之間と老中之間の境の

上部では、鉄骨（C形鋼 200×75 単位：㎜）の頭繋ぎを確認した。 

小屋組 

 小屋組は二重梁の構造である。小屋梁に小屋束を建て、母屋を支持し、小屋束と母屋との間に母

屋繋ぎを入れ、その中間に補強（後補）の母屋を渡す。 

 小屋組は梁間及び桁行方向の水平筋違によって補強されている。 

 束上の各所で部材の補強を確認した。 

 桔木が構造上有効に働いていない箇所や、小屋梁の各所で継手不良を確認した。（写真 43） 

 北東隅の軒先の下がりが大きいことを確認した。（目視で 50～60mm 程度） 

 貫がずれている箇所を複数確認した。 

 貫等の転用材、添え木、束と桔木の押さえボルト等を確認した。 

部位 調査結果 

床下 

 礎石の上に石材をのせて二重、三重としている箇所を確認した。 

 部屋の間仕切り位置には、足固めを確認した。また、柱際には添え束を建て、大引の端部を支持

するとともに振れ止めを床束と添え束の側面に取り付け、足元を固定する。 

 筋違のずれや、貫が切断されている箇所を確認した。 

軸部 

 遠侍は、柱は礎石建ちで、入側柱筋は足固め貫、縁長押、内法長押、天井長押等で固めて敷梁を

受ける。側柱筋は地長押、足固め貫、縁長押で固めて桁を受ける。 

 車寄は、柱上部について屋内を天井長押で固め、屋外を大斗、実肘木構えとして桁を受け、小屋

梁を架ける。 

小屋組 

 遠侍は和小屋で、二重梁の構造である。敷梁、小屋梁、小屋束、母屋等の構造は、他の棟と同様

である。 

 車寄は、小屋梁の上に小屋束を建て、現状では半間毎となっている。他の棟と同様に当初の束は

一間毎に建ち、後世に間に束が追加されたとみられる。 

 棟の南側で 30～50mm ほどの下がりを、また北側では上がりを確認した。南妻面と北妻面で小屋

束直下の支持条件が異なり、南は入側柱筋にのらず繋ぎ梁上にのり、北は入側柱筋にのっている

ためとみられる。 

 束上の各所で部材の補強、小屋梁の各所で継手不良、貫の継手箇所を確認した。 

 貫等の転用材、添え木、束と桔木の押さえボルト等を確認した。 
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（ｷ） まとめ 

小屋組・継手・仕口等の仕様調査より、各棟共、前回調査の結果と大きな差異はないと判

断される。小屋組を中心に浮きや緩み、目違いなどの継手の不良箇所を確認したが、これは

ねじれやすい松を主体としているためと考えられる。以下に各棟の主な所見をまとめる。 

a 白書院 

小屋組は白書院本体よりも、附属之間において、小屋束の傾倒や部材のねじれ、軒先の

垂下が目立つ。 

b 黒書院 

小屋組全体で部材のねじれ、軒の垂下、母屋の転びが目立つ。また、後補材も多く、過

去の屋根葺材の変更に伴う補強と考えられる。この際、小屋束の上部を切り縮める等の措

置により、母屋をはじめ各構造材との接合部に不具合が生じ、全体的に変形したとみられ

る。 

c 蘇鉄之間 

小屋梁を梁間方向に土居桁の上に渡す構法で、一部小屋束が欠落している。 

d 大広間 

南妻面側の小屋束の直下の繋ぎ梁に折損があり、南側が 30～50mm 程度下がっている。

当該部材に応力が集中したために発生したと推測される。建物の構造的に、南側と北側と

で、妻面の小屋束直下の支持条件が異なるためと推測される。後補材の小屋束は、母屋下

端まで届いていない箇所もあり、屋根荷重を支えるには不十分である。 

e 式台 

小屋梁にねじれが発生し、全体として南側に下がりがみられる。小屋貫、小屋束、母屋

の補強は、その対処のために設置されたと推測される。小屋梁にはＣ型鋼で補強された箇

所もある。軒廻りは、桔木が有効に効いていないと考えられる箇所もあり、軒の支持不良

が生じていると考えられる。 

f 遠侍及び車寄 

南妻面側の小屋束が 30～50mm 程度下がっている。大広間と同様、妻面の小屋束直下の

支持条件が異なるためとみられる。 
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図 2.2.60 小屋組・継手・仕口等の調査写真 

  

写真 39 小屋組部材のねじれ（黒書院） 写真 40 小屋組仕口の緩み（黒書院） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（桁行断面図） 

 

 

 

 

 

妻面小屋束直下の支持条件の違い（大広間） 写真 41 南妻面小屋束直下繋ぎ梁の折損（大広間） 

  

写真 42 二重礎石の状況（大広間） 写真 43 桔木と桔木枕の状況（式台） 

後補材の小屋束 

繋ぎ梁 

南妻側 

妻壁の荷重が小屋束を 

介して繋ぎ梁に載る。 

北妻側 

妻壁の荷重が小屋束を 

介して入側柱に載る。 

繋ぎ梁 

小屋束 

南妻壁 

入側柱 

北妻壁 
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イ 部材寸法・材種 

（ｱ） 白書院 

表 2.2.61 調査結果（白書院） 

 

（ｲ） 黒書院 

表 2.2.62 調査結果（黒書院） 

 

（ｳ） 蘇鉄之間 

表 2.2.63 調査結果（蘇鉄之間） 

 

部位 調査結果 

礎石 
 当初の礎石の上に石が二重に積まれている箇所を確認した。 

 二重礎石の代表断面寸法は 300mm×300mm×H150mm 程度であることを確認した。 

柱 

床束 

 柱の代表断面寸法は 197mm×197mm（６寸５分角）程度であり、ヒノキであることを確認した。 

 床束の代表断面寸法は 197mm×197mm（６寸５分角）程度であることを確認した。 

床下貫 

床下筋違 

等 

 床下貫の代表断面寸法は 30mm×121mm（１寸×４寸角） 程度であり、一部 48mm×152mm（１寸６

分×５寸角）程度のものが使用されていることを確認した。 

 根がらみの代表断面寸法は 30mm×120mm（１寸×４寸角）程度であることを確認した。東西方向

は桁下端から 360mm で、南北方向は桁下端から 480mm の高さに設置されていた。 

 床下筋違の代表断面寸法は 76mm×212mm（２寸５分×７寸角）程度であることを確認した。 

大引 

足固め 

 大引の代表断面寸法は 300mm×270mm（９寸９分×８寸９分角）程度であることを確認した。 

 足固めの代表断面寸法は 121mm×240mm（４寸×７寸９分角）程度であることを確認した。 

 根太の代表断面寸法は 121mm×121mm（４寸角）程度であることを確認した。 

 渡廊の大引の代表断面寸法は 115mm×180mm（３寸８分×５寸９分角）程度であることを確認し

た。 

小屋梁 

小屋束 

母屋繋 

 小屋梁の代表断面寸法は 300mmΦ（９寸９分丸）程度であることを確認した。 

 小屋束の代表断面寸法は 150mm×150mm（５寸角）程度であることを確認した。 

 母屋繋の代表断面寸法は 152mm×167mm（５寸×５寸５分角）程度であることを確認した。 

 渡廊の小屋梁の代表断面寸法は 105mmΦ（３寸５分丸）程度であることを確認した。 

 渡廊の小屋束の代表断面寸法は 145mm×180mm（４寸８分×５寸９分角）程度であることを確認し

た。 

 小屋梁はマツ及びヒノキであることを確認した。 

小屋貫  小屋貫は 30mm×121mm（１寸×４寸角）程度であることを確認した。 

部位 調査結果 

柱  柱の代表断面寸法は 212mm×212mm（７寸角）程度であり、ヒノキであることを確認した。 

小屋梁 

 小屋梁の代表断面寸法は 330mmΦ（１尺９分丸）程度であることを確認した。 

 繋ぎ梁の代表断面寸法は 200mm×300mm（６寸６分×９寸９分角）程度であることを確認し、マツ

及びヒノキであることを確認した。 

部位 調査結果 

柱  柱の代表断面寸法は 206mm×206mm（６寸８分角）程度であり、ヒノキであることを確認した。 

小屋梁 
 小屋梁の代表断面寸法は 240 ㎜Φ（７寸９分丸）程度であることを確認し、マツ及びヒノキであ

ることを確認した。 
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（ｴ） 大広間 

表 2.2.64 調査結果（大広間） 

 

（ｵ） 式台 

表 2.2.65 調査結果（式台） 

 

  

部位 調査結果 

礎石 
 当初の礎石の上に石が二重もしくは三重に積まれている箇所を確認した。 

 二重礎石、三重礎石の代表断面寸法は 300mm×300mm×H200mm 程度であることを確認した。 

柱 

床束 

 柱の代表断面寸法は 270mm×270mm（８寸９分角）程度であることを確認した。 

 床束の代表断面寸法は 200mm×200mm（６寸６分角）程度であることを確認した。 

床下貫 

床下筋違 

 床下貫の代表断面寸法は 60mm×180mm（２寸×５寸９分角）程度であることを確認した。 

 床下筋違の代表断面寸法は 80mm×180mm（２寸６分×５寸９分角）程度であることを確認した 

大引 

足固め 

 大引の代表断面寸法は 300mm×300mm（９寸９分角）程度であることを確認した。 

 足固めの代表断面寸法は 120mm×230mm（４寸×７寸６分角）程度であることを確認した。 

床組 

（材種） 

 床束はヒノキであり、側束はマツであることを確認した。 

 大引はヒノキであることを確認した。 

 根太はマツを主とし、クリも見受けられることを確認した。 

小屋梁 

小屋束 

 小屋梁の代表断面寸法は 300mmΦ（９寸９分丸）程度であることを確認した。 

 二重梁の代表断面寸法は 200mm×180mm（６寸６分×５寸９分角）程度であることを確認した。 

 三重梁の代表断面寸法は 151mm×182mm（５寸×６寸角）程度であることを確認した。 

 小屋束の代表断面寸法は 150mm×150mm（５寸角）程度であることを確認した。 

小屋裏 

（材種） 

 小屋束、小屋貫、筋違、母屋、二重梁、三重梁はマツであることを確認した。 

 昭和 29（1954）年の補修材はヒノキであることを確認した。 

部位 調査結果 

礎石 
 当初の礎石の上に石が二重もしくは三重に積まれている箇所を確認した。 

 二重礎石、三重礎石の代表断面寸法は 300mm×300mm×H200mm 程度であることを確認した。 

柱 

床束 

 柱の代表断面寸法は 230mm×230mm（７寸６分角）程度であることを確認した。 

 床束の代表断面寸法は 200mm×200mm（６寸６分角）程度であることを確認した。 

床下貫 

床下筋違 

 床下貫の代表断面寸法は 60mm×160mm（２寸×５寸３分角）程度であることを確認した。 

 床下筋違の代表断面寸法は 80mm×180mm（２寸６分×５寸９分角）程度であることを確認した。 

大引 

足固め 

 大引の代表断面寸法は 285mm×285mm（９寸４分角）程度であることを確認した。 

 足固めの代表断面寸法は 120mm×235mm（４寸×７寸８分角）程度であることを確認した。 

床組 

（材種） 

 床束はヒノキ及びマツであることを確認した。 

 大引はヒノキ及びマツであることを確認した。 

 根太はマツ及びヒノキであることを確認した。 

 筋違はマツであることを確認した。 

小屋梁 

小屋束 

 小屋梁の代表断面寸法は 300mmΦ（９寸９分丸）程度であることを確認した。 

 二重梁の代表断面寸法は 150mm×150mm（５寸角）程度であることを確認した。 

 小屋束の代表断面寸法は 150mm×150mm（５寸角）程度であることを確認した。 

小屋裏 

（材種） 

 小屋束、小屋貫、野垂木、梁、敷き梁はマツであることを確認した。 

 後補の母屋はマツであることを確認した。 
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（ｶ） 遠侍及び車寄 

表 2.2.66 調査結果（遠侍及び車寄） 

 

（ｷ） まとめ 

部材寸法、材種は各棟共、前回調査の結果と大きな差異はないと判断される。 

３次元解析モデルの作成にあたっては、耐震性能への影響が大きい柱部材の断面寸法に

ついて、分類して反映する。また礎石の形状、樹種についても反映し、建物の実状に近いモ

デルの作成を行う。 

  

部位 調査結果 

礎石 
 当初の礎石の上に石が二重もしくは三重に積まれている箇所を確認した。 

 二重礎石、三重礎石の代表断面寸法は 300mm×300mm×H200mm 程度であることを確認した。 

柱 

床束 

 柱の代表断面寸法は 320mm×320mm（１尺６分角）程度であることを確認した。 

 床束の代表断面寸法は 200mm×200mm（６寸６分角）程度であることを確認した。 

床下貫 

床下筋違 

 床下貫の代表断面寸法は 60mm×160mm（２寸×５寸３分角）程度であることを確認した。 

 床下筋違の代表断面寸法は 60mm×180mm（２寸×５寸９分角）程度であることを確認した。 

大引 

足固め 

 大引の代表断面寸法は 300mm×300mm（９寸９分角）程度であることを確認した。 

 足固めの代表断面寸法は 120mm×230mm（４寸×７寸６分角）程度であることを確認した。 

床組 

（材種） 

 床束はヒノキであることを確認した。 

 大引はヒノキであることを確認した。 

 根太はマツ及びヒノキであることを確認した。 

小屋梁 

小屋束 

 小屋梁の代表断面寸法は 330mmΦ（１尺９分丸）程度であることを確認した。 

 二重梁の代表断面寸法は 210mm×210mm（６寸９分角）程度であることを確認した。 

 三重梁の代表断面寸法は 175mm×175mm（５寸８分角）程度であることを確認した。 

 小屋束の代表断面寸法は 180mm×180mm（５寸９分角）程度であることを確認した。 

小屋裏 

（材種） 

 小屋束、小屋貫、野垂木、梁はマツであることを確認した。 

 後補の貫、束補強、筋違はマツであることを確認した。 

 車寄の母屋、小屋束、差桁、化粧棟はスギであることを確認した。 

野地板はヒノキ及びスギであることを確認した。 
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（4） 構造調査 

ア ３次元計測 

（ｱ） 概要 

a 使用機器 

使用機器を以下に示す。 

 

メーカー名 ：FARO 

機器名 ：ハンドヘルド型３D レーザースキャナ「Orbis」 

計測距離 ：最大 120m 

レーザークラス ：１ 

搭載センサー ：LiDAR、360 度カメラ、加速度センサー 

 

 

 

図 2.2.67 ハンドヘルド型３Ｄレーザースキャナ 
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b 計測方法 

計測は、棟ごとに平面上の起点を設定し、通路上を一周して同じ起点に戻りデータを取

得する方法とした。１回の計測（起点に戻るまでの時間）は、15分以内とし、点群データ

は、カラー情報を取得するようにした。現地作業フローを以下に示す。３Ｄレーザースキ

ャンは下図のように、レーザーを対象物に投影し、センサーでその反射を捉えることで３

次元位置を特定する。 

 

 
図 2.2.68 ３Ｄレーザースキャンの仕組み 

c 計測状況 

小屋組内の３次元計測の状況を以下に示す。小屋組内には安全通路を設置し調査を行っ

た。安全専従員立ち合いの下、調査作業を実施した。 

図 2.2.69 計測状況写真  

（１）現地踏査および選点（計測記録および計測経路の確認・決定）

（２）キャリブレーション（15秒間）

（３）計測実施（一脚に取りつけた機器を手に持ち、
計測経路（足場上）を歩く 最大15分間／Scan）

（４）ファイナライズ（3分間程度）

（６）計測終了

（５）（２）～（４）を
繰り返す

ハンドヘルド型３Ｄレーザースキャナ 現地計測作業フロー

  

写真 44 3 次元計測状況 写真 45 3 次元計測状況 




